
平成14（2002）年12月から平成15（2003）年２月

にかけて実施した榎
え

坂
さか

遺
い

跡
せき

第６次発掘調査では、

弥
やよ

生
い

時代から室町
むろまち

時代にかけての遺
い

構
こう

や遺
い

物
ぶつ

を

検出することができました。

上の写真は、古
こ

墳
ふん

時代の遺構面で検出された

竪
たて

穴
あな

式
しき

住
じゅう

居
きょ

跡
あと

です。住居内にめぐらされた溝の

中からは、据えられたような状態で土
は

師
じ

器
き

の器
き

台
だい

が検出されました。

この調査では、他にも良好な資料を多く得る

ことができました。詳しくは４・５頁をご覧下

さい。
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▲竪穴式住居跡近景



平成15（2003）年度吹田市では、江
え

戸
ど

時代後期の大型民家建築である中
なか

西
にし

家
け

住
じゅう

宅
たく

（岸部中４丁目）が、平成15（2003）

年７月１日付けをもって、国の文化財

登録原簿に新たに登録されました。こ

れで吹田市の国登録有形文化財は、千
せん

里
り

寺
じ

本
ほん

堂
どう

・大
だい

光
こう

寺
じ

太
たい

子
し

館
かん

に続いて、３

件となりました。（詳しくは８頁へ）

埋
まい

蔵
ぞう

文
ぶん

化
か

財
ざい

の調査では、平成15（2003）

年５月から６月にかけて榎
え

坂
さか

遺
い

跡
せき

にお

いて第７次発掘調査を実施しました。

この調査では、８面にもおよぶ遺構面

を確認することができ、中
ちゅう

世
せい

の耕作溝

や河
か

道
どう

跡
あと

などの遺
い

構
こう

、そして土
は

師
じ

器
き

や瓦
が

器
き

など

の遺
い

物
ぶつ

を検出することができました。

この他、埋蔵文化財包蔵地及びその周辺地に

おいて、26件の確認・試掘調査と82件の立会を

行いました（２月末現在）。このうち、片山町１

丁目において実施した試掘調査では、中世期の

ものと考えられる遺構が検出されたことから、

新たにこの地点を片
かた

山
やま

前
まえ

遺
い

跡
せき

として周知するに

至りました。また、大阪府教育委員会が同じく

片山町１丁目で実施した試掘調査においても、

新たに古墳時代・中世の遺跡の包蔵が確認され、

こちらは片
かた

山
やま

荒
あら

池
いけ

遺
い

跡
せき

として周知されました。

今後これらの地域において開発等の行為を行う

場合には、文
ぶん

化
か

財
ざい

保
ほ

護
ご

法
ほう

に基づく届け出等が必

要となります。

この他の文化財事業としましては、文化財調
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▲榎坂遺跡第７次調査風景

▲榎坂遺跡第７次調査検出遺構（第６次面）▲榎坂遺跡第７次調査検出遺構（第５次面）
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査として、前年度に引き続いて市内にある古民

家の調査を大阪工業大学名誉教授の青
あお

山
やま

賢
よし

信
のぶ

氏

に依頼して実施しました。また、大阪府文化財

愛護推進委員や吹田郷土史研究会、市民の方々

の参加を得て前年度に行った、吹田市内の神社

境内にある石
せき

造
ぞう

物
ぶつ

調査の成果をまとめるととも

に、今年度は新たに寺院境内にある石造物の調

査を行いました。

ほかに、平成15（2003）年８月９日から９月７

日にかけて、博物館におきまして「吹
すい

田
た

市
し

発
はっ

掘
くつ

調
ちょう

査
さ

成
せい

果
か

展
てん

」を開催し、今回は平成14（2002）年

度に実施した垂
たる

水
み

南
みなみ

遺跡第58次調査と榎坂遺跡

第６次調査での発掘

調査資料を中心に展

示を行いました。ま

た、これにあわせて

歴史講演会を開き、

大阪市立大学大学院

教授の栄
さかえ

原
はら

永
と

遠
わ

男
お

氏

に「古
こ

代
だい

大
おお

阪
さか

銭
せん

貨
か

事
じ

情
じょう

」をテーマに講演

していただきまし

た。また、博物館文

化財担当職員による

吹田市内の発掘調査

の近況報告も行いま

した。

さらに、吹田市で

は、吹
すい

田
た

市
し

文
ぶん

化
か

財
ざい

保
ほ

護
ご

条
じょう

例
れい

によって指定及び登

録された文化財の保存・修理等に対して補助金

を交付しています。平成15（2003）年度は、市指

定有形民俗文化財である「金
かね

田
でん

町
ちょう

地
だん

車
じり

」・「神
しん

境
けい

町
ちょう

地
だん

車
じり

」・「西
にし

奥
おく

町
ちょう

地
だん

車
じり

」の修理に対してと、市

登録無形民俗文化財である「山
やま

田
だ

伊
い

射
ざ

奈
な

岐
ぎ

神
じん

社
じゃ

太
たい

鼓
こ

神
み

輿
こし

」・「泉
いづ

殿
どの

宮
ぐう

神
か

楽
ぐら

獅
じ

子
し

」・「権
ごん

六
ろく

おどり」

に対して、その保存と活用を図ることを目的に

補助金を交付しました。

▲発掘調査成果展

▲新たに発見された遺跡 ▲山田伊射奈岐神社鳥居［慶安3（1650）年］（石造物調査）

片山荒池遺跡

片山前遺跡



榎
え

坂
さか

遺
い

跡
せき

は、江坂町３丁目一帯に広がる弥
や

生
よい

時

代から室
むろ

町
まち

時代にかけての集落遺跡です。第６次

発掘調査は、土地区画整理事業に伴い平成14（2002）

年12月から平成15（2003）年２月にかけて行いまし

た。今回の調査地点は、平成13・14（2001・2002）

年に実施した第３～５次調査地点と隣接しており、

一部は第３次調査区と重複する形となりました。

第３～５次調査では、平
へい

安
あん

時代から室町時代の

３面の遺
い

構
こう

面を検出しましたが、今回の調査では、

鎌
かま

倉
くら

時代を中心とする遺構面がさらにもう１面あ

ることがわかりました。また、今回は、これまで

の調査よりさらに深くまで掘り下げたことにより、

古
こ

墳
ふん

時代の遺構面を新たに２面検出することがで

きました。以下、各遺構面の状況をまとめます。

［第１面］

主に鎌倉～室町時代にかけての遺構面で、南北

方向・東西方向にのびる溝が多数検出されました。

これらは細かな砂を埋
まい

土
ど

とし、主に農作業に伴っ

て形成されたものと考えられます。

［第２面］

鎌倉時代を中心とする遺構面です。これまでの

調査では、この時期の遺構を１つの面上で把握し

ていましたが、今回の調査でこれが上面と下面の

２面に分かれることが確認できました。

ここで検出されたものは、主に東西方向・南北

方向の溝で、これも農耕に伴うものと考えられま

す。また、下面では、井戸ではないかと考えられ

る大型の土
ど

坑
こう

が１基検出されました。

［第３面］

主に平安時代中期から後期にかけての遺構面で

す。ここでは、200基以上のピット（小穴）や３基の

井戸、溝などを検出しました。ピットの中には柱

材を残す柱穴も多数ありました。また、２基の井

戸は第３次調査でその一部を検出し、そのまま埋

め戻し現状保存していたものを、今回改めて全範

囲を確認したものです。各井戸には曲
まげ

物
もの

などの井

戸枠が残っていました。

第３面においては、これまでの調査と同じく、

多くの緑
りょく

釉
ゆう

陶
とう

器
き

や灰
かい

釉
ゆう

陶
とう

器
き

、青
せい

磁
じ

、白
はく

磁
じ

、そして

瓦
かわら

などが検出されました。また、第３次調査に引

き続いて今回も和
わ

同
どう

開
かい

珎
ちん

の破片が１点検出され、

これで榎坂遺跡で出土した皇
こう

朝
ちょう

十
じゅう

二
に

銭
せん

は計８枚（和

同開珎２枚、神
じん

功
ぐう

開
かい

寳
ほう

１枚、貞
じょう

観
がん

永
えい

寳
ほう

５枚）となり

－4－

緑
釉
陶
器
皿
出
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第
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面
（
第
３
面
）



ました。また、銅
どう

製
せい

帯
おび

金
かな

具
ぐ

の破片が１点検出され、

榎坂遺跡では２例目の出土となりました。さらに

今回、水
すい

晶
しょう

の破片を１点検出することができまし

た。

［第４面］

古墳時代の遺構面です。ここでは竪
たて

穴
あな

式
しき

住
じゅう

居
きょ

跡
あと

や柱穴、土坑などが検出されました。竪穴式住居

跡は２棟検出され、その平面形は方形を呈し、１

辺約4.5ｍを測りました。また、ここでは調査区の

限りもあり、建物跡に復元できる柱穴の並びは確

認できませんでしたが、大きいもので長径90cmを

測る柱穴が多数検出され、柱材や礎
そ

板
ばん

を残すもの

もありました。おそらくかなり規模の大きな建物

が建てられていたものと考えられます。

［第５面］

第５面も主に古墳時代の遺構面であると考えら

れます。ここでは溝や河
か

道
どう

跡
あと

を検出しました。河

道跡は最深部で約2.5ｍを測り、河道内からは大量

の土器が出土しました。河道の中層から上層にお

いては主に古墳時代前期の土器が出土し、河道の

下層からは弥生時代後期の土器が多く出土しまし

た。このことから、この河道跡は、弥生時代後期

から古墳時代前期にかけてのものであると考えら

れます。

以上のような状況で遺構・遺物を確認すること

ができました。第１面と第２面においては、主に

東西・南北方向にのびる溝が検出され、これらの

溝は古代の土地区画である豊
て

嶋
しま

郡
ぐん

条
じょう

里
り

の地割方位

に合うことから、多くは農作業に伴い形成された

ものと考えられます。

第３面は、これまでの調査によって平安時代中

頃を中心とするものと考えられていましたが、今

回の調査でこの遺構面が平安時代中期から後期、

さらには平安時代末から鎌倉時代にかけてのもの

を含むことが確認できました。ただし、出土遺物

の中心となるのはやはり平安時代中頃のもので、

その遺物には緑釉陶器など当時の有力者層にしか

もつことのできなかったものが多くありました。

また時期的にやや遡るものもありますが、銭
せん

貨
か

や

帯金具、瓦などの存在を考えますと、これまでの

調査で推測されていたように、春
かす

日
が

社
しゃ

領
りょう

垂
たる

水
み

西
にし

牧
まき

という荘
しょう

園
えん

との関係や寺院の存在という可能性が

考えられます。特に今回、仏
ぶつ

具
ぐ

に使われることの

多い水晶の破片が出土したことは、寺院存在の可

能性をさらに高めたといえます。

最後に、第４・５面では、古墳時代の良好な資

料を得ることができました。古墳時代の遺構・遺

物の存在については、試掘調査で既に確認してい

ましたが、今回初めて竪穴式住居跡等を検出した

ことは、古墳時代の榎坂遺跡の実態に迫る上で重

要な資料を得たものといえます。
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竪
穴
式
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５
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吹田市立博物館では平成14（2002）年度に「身近

にある文化財調査」事業の一環として市内の神社

に所在する鳥
とり

居
い

、燈
とう

籠
ろう

、狛
こま

犬
いぬ

等の石
せき

造
ぞう

物
ぶつ

の調査を

吹田郷土史研究会、大阪府文化財愛護推進委員吹

田市協議会、市民の方々の参加を得て実施しまし

た。その成果については平成15（2003）年に『吹田

の石造物－神社編－』として結実しました。この

報告書作成の過程で改めてクローズアップされた

ものとして江戸時代中期の社
しゃ

号
ごう

標
ひょう

石
せき

（以下単に標石

と略す）がありました。美術的な観点からはあまり

目を引く石造物ではありませんが、これまでの先

学の研究で多くの興味深いことがわかっています

ので、ご紹介することとします。

今回取り上げる標石は吹田市内では佐
さ

井
い

寺
でら

伊
い

射
ざ

奈
な

岐
ぎ

神
じん

社
じゃ

（佐井寺１丁目）と山
やま

田
だ

伊
い

射
ざ

奈
な

岐
ぎ

神
じん

社
じゃ

（山田

東２丁目）の２ヶ所に遺存しています。

佐井寺伊射奈岐神社の標石は拝
はい

殿
でん

に向かって右

側に建てられ、ほぼ同質の花
か

崗
こう

岩
がん

製の標
ひょう

柱
ちゅう

石
せき

及び

２段の台
だい

石
いし

から成ります。標柱石は正面長24.3 、

側面長24.0 、高さ97.0 を測り、上端を尖頭状に

加工した細長い四角柱の正面に「伊
い

射
ざ

奈
な

岐
ぎ

社
しゃ

一
いち

座
ざ

」

と文字が彫り込まれ、その向かって右側面の下方

に「佐
さ

井
い

寺
でら

村
むら

」と彫られています。台石は大きさ

の異なる２段の直方体で構成されています。上段

台石は正面長41.5 、側面長42.5 、高さ25.0 を測

り、左側面中央に短冊形（縦約24×横約9 ）に浅く

彫り込まれた中に「菅廣房
すがのひろふさ

建」と刻まれています。

下段台石は上段台石よりひとまわり大きく、正面

長63.0 、側面長61.3 、高さ32.0 （現確認高）を測

り、文字は刻まれていません。

山田伊射奈岐神社の標石は拝殿に向かって左側

に建てられ、標柱石は正面長24.5 、側面長24.0 、

高さ97.0cmを測り、正面に「伊射奈岐社一座」、そ

の右側に「山
やま

田
だ

庄
しょう

小
こ

川
がわ

村
むら

」と刻まれています。上

段台石は正面長・側面長とも42.5 、高さ25.0 を

測り、正面に「菅廣房建」と刻まれています。下

段台石は正面長・側面長とも60.5 、高さ約36

（現確認高）を測り、文字は刻まれていません。

両神社の標石は設置位置が異なること、標柱石

右側に刻まれた村名が異なること等を除けば、構

成される石材の規模・形状・材質、刻まれた文字

等はほぼ同様のものです。

これに類似するものは他に大阪府内に11基（茨木

市４、大阪市４、箕面市１、池田市１、能勢町１）、

兵庫県内に７基（神戸市２､尼崎市１､宝塚市１､三

田市１、川西市１、西宮市１）あり、吹田市の２基

を含めて合計20基となり、その分布は旧摂津国に

限られます。

これらの標石は上記の吹田市に所在するものと

同様、共通した特徴として、花崗岩製の標柱石及

び台石（多くが２段）で構成され、標柱石の正面に

大きく社号、右側面に村名が刻まれ、上段台石の

一面に「菅廣房建」と記されています。標柱石は、

江戸時代の長さの単位（１尺≒30.3 、1寸≒3.03 ）

では正面・側面長約８寸、高さ約３尺でほぼ同一

の形状と規模です。上段台石は正面・側面長約１

尺４寸～１尺５寸、高さ約８寸、下段台石は正

面・側面長約２尺、高さ１尺４寸～１尺７寸を測

り、下段台石の高さがややばらつきがあるものの、

他の点ではほぼ一定の規格性が認められます。し

かし、台石が１段のみのもの（細
ほそ

川
かわ

社
しゃ

、野
の

間
ま

社
しゃ

、有
あり

馬
ま

社
しゃ

）や自然石を台石にしたもの（高
たか

賣
め

布
ふ

社
しゃ

）も認め

られます。

さて、これらの標石はいつ、誰が、何の目的で

建てたのでしょうか。遺存する標石だけでははっ

きりしませんが、建立のいきさつについて書かれ

た史料が残っており、それにより以下のことがわ

かっています。江戸時代中期、儒
じゅ

学
がく

者
しゃ

の並
なみ

河
かわ

誠
せい

所
しょ

は『摂
せっ

津
つ

志
し

』（『日
に

本
ほん

輿
よ

地
ち

通
つう

志
し

畿
き

内
ない

部
ぶ

』）を編
へん

纂
さん

する際

－6－

▲佐井寺伊射奈岐神社社号標石 ▲山田伊射奈岐神社社号標石



に所在が不明であったり、混乱していた式
しき

内
ない

社
しゃ

（平

安時代前期に編纂された『延
えん

喜
ぎ

式
しき

神
しん

名
めい

帳
ちょう

』に掲載

された神社のことをいいます）を考証し場所等の比

定を行っていました。誠所はさらに式内社を顕彰

することを考え、再三にわたり幕府に標石の建立

を提言していましたが、ようやく幕府の許可を得

ることができました。元
げん

文
ぶん

元（1736）年９月、摂津

国内の20ヶ村の各代表が大
おお

坂
さか

町
まち

奉
ぶ

行
ぎょう

所
しょ

に呼び出さ

れ、寺
じ

社
しゃ

奉
ぶ

行
ぎょう

の大
おお

岡
おか

越
えち

前
ぜん

守
のかみ

（忠
ただ

相
すけ

）よりのお達しと

いうことで、村の氏神に標石を建てること、その

際大坂の石屋で用意した石を取り寄せること、そ

の設置については赤
あか

川
がわ

村
むら

の武右衛門（東
ひがし

生
なり

郡赤川村

の庄屋で並河誠所の高弟 久保重宜）の指図を受け

るようにとの指示がなされました。また、標石の

取り寄せが困難な場合は台石のみ地

元の石材を使用することも認められ、

地
じ

黄
おう

村
むら

（野間社）、西
にし

尾
お

村
むら

（有馬社）、

酒
さか

井
い

村
むら

（高賣布社）、吉
よし

田
だ

村
むら

（細川社）

の４村はその適用を受けました。こ

れら４社で現存する標石のうち規格

性のある台石が１段あるいは無いの

はこうした理由によるものと思われ

ます。こうして現地には高齢の並河

誠所にかわって久保重宜が赴き、各

村をまわって建立場所等について指

示し、標石は元文元（1736）年から翌年

にかけて建立されたということです。

並河誠所は元文３（1738）年に亡くなりましたが、

翌年に久保重宜は『摂
せつ

陽
よう

延
えん

喜
ぎ

式
しき

神
じん

社
じゃ

在
ざい

所
しょ

巡
じゅん

参
さん

記
き

』

という絵図を刊行し、摂津国内の式内社、特に標

石を建立した二十社についての顕彰とさらなる普

及を図りました。

なお、台石に刻まれた菅廣房は建碑のため資金

20両を提供した山
やま

口
ぐち

屋
や

伊
い

兵
へ

衛
え

（大坂の人という以外

詳細不明）のこととされ、建碑に尽力したことの感

謝として名前が刻まれたといわれています。菅廣

房は元文元（1736）年に佐井寺村の庄屋宅で亡くな

ったといわれ、その墓と伝えられる「菅氏墓」と

刻まれた墓石が佐井寺南が丘の墓地に現存してい

ます。

以上のように元文元（1736）年から翌年にかけて

並河誠所により式内社の顕彰を目的に摂津国の式

内社20社に規格性のある標石が建てられ、先に紹

介しました佐井寺・山田伊射奈岐神社の標石はそ

の一部ということになります。これらの標石は建

立の目的やいきさつ、時期等がわかっており、ま

た当時建立されたと思われる20基全てが遺存する

ことからも、貴重な資料といえましょう。

＜参考文献＞
・吹田市立博物館編『吹田の石造物-神社編-』2003

・井上智勝「並河誠所の式内社顕彰と地域－摂津国式

内社号標石の建立を中心に－」『大阪市立博物館研究

紀要』第32冊2000

・『宝塚市史』第2巻1976

・「元文元年売布社石碑の覚」（和田正宣氏文書）『宝塚

市史』第5巻1978

・羽倉敬尚「摂津国式内二十社の顕彰建碑に就いて」
東亜弘文院1942
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▲摂津国式内社分布図（図中の番号は一覧表に対応）

番号
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 
14 
15 
16 
17 
18 
19 
20

社号（標石記入名） 
伊射奈岐社一座
伊射奈岐社一座
井 於 社  
新屋坐天照御魂社一座 

新屋坐天照御魂社一座 

新屋坐天照御魂社一座 

為 那 都 比 古 社  
細 川 社  
阿 遅 速 雄 社  
神 須 牟 地 社  
多 米 社  
天水分豊浦命社 
野 間 社  
伊 佐 具 社  
賣 布 社  
高 賣 布 社  
多 太 社  
岡 太 社  
有 馬 社  
河 内 國 魂 社  

郡 名  
嶋下郡 
嶋下郡 
嶋下郡 
嶋下郡 
嶋下郡 
嶋下郡 
豊嶋郡 
豊嶋郡 
東生郡 
住吉郡 
住吉郡 
住吉郡 
能勢郡 
河辺郡 
河辺郡 
河辺郡 
河辺郡 
武庫郡 
有馬郡 
莵原郡 

村 名  
佐井寺村
小 川 村  
三 宅 村  
西川原村 
福 井 村  
上川原村 
白 島 村  
吉 田 村  
放 出 村  
寺 岡 村  
寺 岡 村  
安 立 町  
地 黄 村  
上坂部村 
米 谷 村  
酒 井 村  
平 野 村  
小 松 村  
西 尾 村  
五 毛 村  

現所在地 
吹 田 市  
吹 田 市  
茨 木 市  
茨 木 市  
茨 木 市  
茨 木 市  
箕 面 市  
池 田 市  
大 阪 市  
大 阪 市  
大 阪 市  
大 阪 市  
能 勢 町  
尼 崎 市  
宝 塚 市  
三 田 市  
川 西 市  
西 宮 市  
神 戸 市  
神 戸 市  

標石位置
社 殿 右  
社 殿 左  
社 殿 右  
社 殿 右  
社 殿 右  
社 殿 右  
社殿手前 
社 殿 右  
社 殿 右  
社 殿 右  
― 
― 

鳥 居 右  
社 殿 右  
社 殿 右  
鳥 居 右  
社 殿 右  
社殿手前 
社 殿 左  
社殿手前 

台石 
2 段  
2 段  
2 段  
2 段  
2 段  
2 段  
2 段  
1 段  
2 段  
2 段  
2 段  
2 段  
1 段  
2 段  
2 段  
なし 
2 段  
2 段  
1 段  
2 段  

右 側 面  
佐 井 寺 村  
山田庄小川村  
三 宅 村  
西 川 原 村  
福 井 村  
宿久庄上川原村 
萱野庄白嶋村  
吉 田 村  
放 出 村  

？ 
寺 岡 □  
安 立 町  
地 黄 村  

？ 
米 谷 村  
高平谷酒井村  
平 野 村  
小 松 村  
有野庄西尾村  
五 毛 村  

｢菅｣位置 

左 
正 面
正 面
背 面
背 面
背 面
正 面
背 面
背 面
背 面
正 面
背 面
背 面
背 面
背 面
正 面
背 面
背 面
右 

正 面

▲社号標石一覧表

有馬郡

河辺郡

武庫郡

菟原郡

豊嶋郡

嶋下郡
嶋上郡

能勢郡

東
生
郡大坂

西生郡

住吉郡
0 10km



中
なか

西
にし

家
け

住
じゅう

宅
たく

は、岸部中４丁目、かつての吉
き

志
し

部
べ

東
ひがし

村
むら

に所在しています。中西家は、江戸時代

中期以降、淀
よど

藩
はん

領の大
おお

庄
じょう

屋
や

役を勤めていました。

今回登録された住宅建物は、主
おも

屋
や

や土
ど

蔵
ぞう

、長
なが

屋
や

門
もん

など７棟の建物からなります。主屋につい

ては、その上
じょう

棟
とう

時の木
き

槌
づち

に文
ぶん

政
せい

９（1826）年の墨

書銘があり、瓦にも文政９（1826）年のヘラ書き

があることから、その建築年代がわかります。

この他の付属建物についてもおおむねこの頃の

建築であると考えられますが、やや時代の新し

い部分もあるようです。

主屋は、入
いり

母
も

屋
や

造
づくり

・瓦
かわら

葺
ぶき

ツシ二階造の建物で

す。ツシとは天井や屋根の下に二階のように作

られた物置場のことをいいます。また、住宅南

正面の切
きり

妻
づま

造
づくり

・瓦葺の長屋門の外観からは、か

つての大庄屋屋敷としての威風が感じられます。

◎現在、中西家住宅は一般公開していません。

－8－ 古紙配合率１００%再生紙を利用しています 

▲主屋

▲長屋門正面

▲長屋門


